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南三陸町議会だより 第68 号 ●２南三陸町議会だより 第68 号●３
町民の声に耳を傾けて

現
地
視
察
も
積
極
的
に

特
集町民みなさんに身近な議会を目指して

〜議会活性化の取り組み〜　現在、コロナ感染拡大により議会傍聴の自粛をお願いしていますが、議会のようすをなるべく

身近に感じてもらうため、議会だよりを編集、発行しています。町民のみなさんのご意見、ご協

力がなければ、議会は成り立ちません。今回の特集では、あまりお知らせする機会のない議会活

性化のための取り組みをご紹介します。

令和元年 10月　

　　議員定数削減
　令和3年の改選からの定数を決める
ため、議員それぞれが適当と考える定
数について理由も含め意見を述べ、決
選投票を行ない３人減の13議席に決定
しました。

　令和元年 9月　

議会だよりお知らせ版を
町のホームページに掲載
　インターネットの普及により、情報の
提供をスムーズに行なえることから、数
日後に開催される定例会の一般質問の登
壇者と内容、議案の件数をお知らせでき
るようになりました。

　平成 21年 12月

インターネットによる
議会中継システムを改良
 これまでの固定カメラでの中継から、発
言者個々の映像が氏名の表示とともに中
継されるようになり、議員の表情、町長
の答弁の様子が臨場感をもってご覧いた
だけるようになりました。

令和 3年 4月

　　　通年会期制導入
　近隣議会との意見交換や県議長会事務局長の講
習などを踏まえ、令和２年12月定例会から３カ月
の試行期間を設け、慎重に協議を重ね本格導入さ
れました。通年会期を導入することで、臨時会議
の召集がスムーズになり、機能的・機動的に動け
るようになりました。これまで以上の監視機能の
強化にくわえ、委員会の召集、議案の提出、所管
の調査、災害等の非常時に対し、即時対応するこ
とが可能となりました。

　懇談会には、その都度テーマが設けられ行なわ
れてきました。震災復興半ばで行なわれた懇談会
では、多くの人が集まり意見を交えることができ
ると想定していましたが、開催のタイミングが悪
かったのか参加人数が望めませんでした。その後
の懇談会では、各産業に焦点をあて、商工業の関
係機関の方々、農林業の関係機関の方々とテーマ
だけでなく、参加いただく方々も思考しながら行
なわれてきました。次回の開催は、漁業の関係機
関の方々と懇談会が行なわれます。また、県内外
のタブレット端末の導入は、年々増加しており、
気仙沼市議会への視察やシステムの運営会社２社
のデモンストレーションを行なっており、導入に
向け検討を重ねています。今後も引き続き、議員
一人ひとりが活性化という言葉を理解し、資質の
向上に努め、身近に感じられる住民のための開か
れた議会を目指し、議会改革や活性化に向けて取
り組んでいきます。

 現在は

　 住民と議会との懇談会、
　 タブレット端末の導入
　　　　　　    を検討しています

そしてこれからも

　町民のみなさんと共に、未来へ…

　平成 29年 3月

　　  議会基本条例制定
　行革委員会設置以降、町民皆さまのご意見を頂
き、近隣自治体の各議会との意見交換などを参考
として議会改革をすすめています。震災以降は、
地方分権の進展、住民ニーズの多様化など、行政
需要の増大とともに、人口減少や少子化の進行、
地域経済の低迷による財政運営など、自治体を取
り巻く環境は一層厳しさを増しています。住民と
ともにまちづくりを進めるための、開かれた議会
活動を進めるため議会基本条例を制定しました。

　平成18年、国の行政改革推進法をうけ、南
三陸町における集中改革プランが進むなか、
当議会では、12月に議会行財政改革に関する
検討委員会をたちあげ、翌年３月定例会にて
議会行財政改革に関する特別委員会が設置さ
れました。設置以来、費用弁償の見直しや定
数の削減など、住民と議会との懇談会などを
通じ、町民の意見を踏まえながら積極的に議
会改革を行なっています。
　平成29年12月からは議会活性化特別委員会
と名称を改めました。

平成 19年 3月

行財政改革特別委員会設置CC CC CC CC CC
CC

CC

CC CC CC



問問 答答

南三陸町議会だより 第68 号 ●４南三陸町議会だより 第68 号●５

仔牛を育てるのも大変

︿
役
職
定
年
制
の
導
入
﹀

　
管
理
職
は
、
60
歳
で
管

理
職
以
外
の
職
に
降
任
さ

せ
る
。

当
分
の
間
、
７
割
の
水
準

に
す
る
。

本
人
希
望
に
よ
り
短
時
間

勤
務
職
員
に
採
用
で
き
る
。

60
歳
以
降
の
勤
務
継
続
の

意
思
を
前
年
度
に
確
認
。

算
正補

予
12月定例会議

議
案議

審
12月定例会議

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
物

価
高
騰
と
事
業
運
営
上

の
緊
急
性
、
特
殊
性
を

検
討
し
各
種
補
正
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
。

長びくコロナ禍、更なる支援長びくコロナ禍、更なる支援長びくコロナ禍、更なる支援

答 問

で
、
対
象
頭
数
は
繁
殖
牛
５

６
１
頭
、
肥
育
牛
３
９
７
頭
、

乳
用
牛
２
９
４
頭
ほ
ど
に
な

る
。
ま
た
、
肥
料
の
予
算
額

は
１
１
５
万
円
で
、
対
象
戸

数
は
２
５
３
戸
を
見
込
ん
で

い
る
。

　
　

生
活
支
援
臨
時
補
助
金

と
し
て
６
千
５
百
万
円
計
上

し
て
い
る
が
、
内
容
と
交
付

時
期
は
い
つ
頃
か
。

　
　

電
力
、
ガ
ス
、
食
料
品

等
の
高
騰
支
援
で
住
民
税
の

非
課
税
世
帯
が
対
象
。
１
世

帯
当
た
り
５
万
円
を
予
定
し
、

１
月
中
旬
頃
か
ら
交
付
を
行

う
。

　

（
三
浦
清
人
議
員
）
小
中

学
校
の
学
校
給
食
の
無
料
化

に
つ
い
て
考
え
は
あ
る
か
。

　
　

他
の
市
町
村
の
取
組
状

況
を
見
て
検
討
し
た
い
。

問問答 答 答 問
　

（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）
高

圧
電
力
事
業
者
の
区
分
と
補

助
事
業
対
象
者
数
は
ど
れ
ほ

ど
か
。

　
　

行
政
機
関
を
除
い
た
法

人
、
個
人
事
業
主
が
対
象
で

約
70
件
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
高
圧

電
力
の
補
助
上
限
額
は
。

　
　

１
ｋ
Ｗ
当
た
り
５
円
で

計
算
し
て
お
り
、
上
限
を
１

０
０
万
円
と
し
て
い
る
。

　

（
伊
藤
俊
議
員
）
肥
料
高

騰
支
援
は
国
、
県
の
補
助
は

ど
れ
ほ
ど
か
。

　
　

国
が
70
％
、
県
15
％
、

町
が
15
％
の
予
算
と
な
る
。

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
農
業

者
へ
の
支
援
内
容
と
件
数
は
。

　
　

畜
産
は
繁
殖
牛
１
頭
当

た
り
８
千
円
、
肥
育
牛
と
乳

用
牛
は
１
頭
当
た
り
１
万
円

農
業

畜
産

商
工

個
人

◆施設園芸への支援　　　………………
◆肥料代を補助　　　　　………………

◆飼料代を支援　　　　　………………

◆高圧電気料金補助　　　………………

◆非課税世帯に緊急支援　………………

１２２万円

１１５万円

１,１３１万円

５,１００万円

６,５００万円

ハマーレ南側広場

うみべの広場

歌津・志津川に新たな賑わいの場を

公
務
員
の
定
年
引
上

〜
60
歳
か
ら
65
歳
ま
で

　
　
段
階
的
に
引
き
上
げ
〜

答 問

問

答

答

問
　

（
及
川
幸
子
議
員
）
定
年

が
延
長
中
に
定
年
前
に
辞
め

る
場
合
の
扱
い
は
。

　
　

自
己
都
合
の
退
職
に
な

る
が
、
退
職
手
当
は
一
番
高

か
っ
た
時
の
ピ
ー
ク
時
特
例

が
適
用
さ
れ
る
。
不
公
平
が

な
い
よ
う
措
置
さ
れ
る
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
新
規

採
用
に
影
響
は
な
い
か
。
ま

問

答

広　　さ …
工事金額 …
工　　期 …

広　　さ …
工事金額 …
工　　期 …

１８，７９６㎡
３億６，６００万円
令和５年３月２４日

５，１６７㎡
１億７，６００万円
令和５年３月３１日
（完成予定：令和５年中旬）

問

答

問

答

　（及川幸子議員）主な変更内容は。
　　ふわふわドーム２基、フェンス
設置など。
　（須藤清孝議員）賑わいの起爆剤
として期待してよいか。
　　歌津地区の核となる。いずれイ
ンドアタイプの遊具も設置したい。
　（伊藤俊議員）オープン日は設定
してあるか。
　　今年４月の連休頃になる。

問

答

問

答

問

答

　（今野雄紀議員）賑わい創出の具
体的内容は。
　　町民憩いの場としたい。各種イ
ベントを行う。
　（及川幸子議員）財源内訳は。
　　１億２，６００万円は震災復興
寄付金。残は社会資本整備交付金。
　（伊藤俊議員）駐車場、トイレは
身障者に配慮されているか。
　　ご指摘のとおり。
　（佐藤正明議員）今年の夏まつり
に間に合うか。
　　間に合わせるようにしたい。

︿
60
歳
超
職
員
の
給
与
﹀

︿
定
年
前
再
任
用

 

短
時
間
勤
務
制
の
導
入
﹀

︿
情
報
提
供
意
思
確
認
制
度

﹀
た
現
行
の
再
任
用
制
度
の
利

用
割
合
は
。

　
　

定
年
延
長
に
よ
り
職
員

採
用
が
滞
ら
な
い
よ
う
配
慮

し
た
い
。
再
任
用
制
度
は
90

％
程
度
が
活
用
し
て
い
る
。

答 問

問

答
　
　

心
の
問
題
は
長
期
化
す

る
こ
と
も
あ
る
。
医
療
と
の

連
携
も
含
め
臨
機
応
変
に
対

応
し
た
い
。

　

（
伊
藤
俊
議
員
）
支
援
は

多
岐
に
わ
た
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。
警
察
、
病
院
、
民

生
委
員
等
協
力
体
制
が
重
要

に
な
る
が
、
万
全
な
体
制
か
。

　
　

被
害
者
に
寄
り
添
い
支

援
を
行
う
。
条
例
施
行
規
則

は
調
整
中
で
あ
る
。

　
条
例
制
定
や
、
工
事

発
注
な
ど
の
案
件
を
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
に

可
決
し
ま
し
た
。建物は今後も地域で活用

今
後
は
教
育
財
産

〜
郷
土
文
化
保
存

　
　
伝
習
館
条
例
を
廃
止
〜

答 問
　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
今
後

全
町
的
な
伝
統
文
化
伝
習
施

設
を
新
設
す
る
考
え
は
。

　
　

現
時
点
で
は
な
い
。
各

地
域
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
も

の
は
現
状
維
持
で
い
く
。

　
農
工
具
、
民
具
、
入
谷

打
ち
囃
子
の
伝
承
活
動
の

場
と
し
て
引
き
続
き
利
用

し
て
い
く
が
、
老
朽
化
に

よ
り
貸
し
館
と
す
る
た
め

の
条
例
を
廃
止
。

問答 答 問
支
援
金
渡
せ
る
よ
う
に

〜
犯
罪
被
害
者
等

　
　
　
支
援
条
例
制
度
〜

答 問
　

（
及
川
幸
子
議
員
）
支
援

金
の
額
が
少
な
く
な
い
か
。

　
　

初
動
の
被
害
者
支
援
で

あ
り
法
律
相
談
支
援
金
は
独

自
の
取
組
で
あ
る
。

　

（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）
総

合
窓
口
の
内
容
は
。

　
　

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉

係
が
窓
口
に
な
る
。
看
板
の

設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
被
害

に
遭
わ
れ
た
方
が
相
談
し
や

す
い
広
報
啓
発
の
考
え
は
。

　
　

広
報
に
よ
る
周
知
方
を

考
え
て
い
る
。

　
　

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
心
的
外
傷

後
ス
ト
レ
ス
障
害
）
も
支
援

対
象
と
の
こ
と
だ
が
。



問

南三陸町議会だより 第68 号 ●６南三陸町議会だより 第68 号●７

今後の町づくりを確かなものに

責任の取れる町政でたしかな町づくりを

問

答

答

問

答

問

答

答問 問

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

賠
償
責
任
は
三
役
で
と
る
べ
き

答

問

答

答

問

答

問

今
野 

雄
紀 

議
員

い
か
。

　
　

今
野
議
員
に
答
え
る
必

要
は
な
い
と
思
う
。
私
の
内

心
の
問
題
だ
か
ら
。

　
　

こ
れ
以
上
私
が
責
任
を

取
れ
と
言
っ
て
も
意
味
が
な

い
と
思
う
が
、
今
回
の
道
義

的
責
任
と
し
て
は
、
や
は
り

町
の
三
役
と
い
わ
れ
る
よ
う

な
方
た
ち
で
、
本
来
責
任
を

取
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

こ
の
問
題
で
は
、
職
員

は
一
円
た
り
と
も
懐
に
入
れ

て
い
な
い
。
元
農
済
職
員
が

す
べ
て
懐
に
入
れ
た
。
震
災

時
の
大
混
乱
の
中
、
平
成
23

年
５
月
17
日
に
１
回
目
の
振

込
を
し
た
。
一
番
問
題
だ
と

思
っ
て
い
る
の
は
、
元
職
員

が
協
議
会
の
事
務
、
事
業
を

し
な
か
っ
た
こ
と
。
入
っ
た

お
金
を
使
わ
な
い
と
き
は
お

返
し
し
ま
す
と
い
う
の
が
当

然
。
こ
の
方
が
こ
こ
で
人
の

道
を
外
し
て
し
ま
っ
た
。
２

２
０
万
円
お
返
し
し
ま
す
と

な
れ
ば
、
お
互
い
こ
ん
な
こ

と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　
　

こ
と
の
発
端
に
つ
い
て

は
説
明
を
受
け
た
。
そ
れ
が

ず
っ
と
10
年
続
い
た
と
い
う

こ
と
は
、
要
は
事
務
が
取
れ

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

町
長
が
会
長
の
協
議
会
に
補

助
金
が
出
て
お
り
、
初
年
度

は
仕
方
な
い
と
し
て
も
次
年

度
以
降
も
続
い
た
。

　
　

そ
こ
に
つ
い
て
は
、
昨

年
、
道
義
的
責
任
を
取
っ
た
。

町
長
の
道
義
的
責
任
に
つ
い

て　
　

　
　

不
正
流
用
問
題
に
お
け

る
町
長
の
道
義
的
責
任
は
。

　
　

現
段
階
で
は
、
職
員
な

ど
の
賠
償
責
任
の
手
続
き
を

進
め
て
お
り
、
答
え
は
控
え

る
。

　
　

昨
年
の
選
挙
１
カ
月
前

の
減
給
は
。

　
　

事
件
発
覚
で
の
そ
れ
こ

そ
道
義
的
責
任
で
、
一
番
最

初
に
取
っ
た
の
が
私
と
副
町

長
だ
。

　
　

そ
れ
で
す
べ
て
の
道
義

的
責
任
を
取
っ
た
と
い
う
思

副
町
長
、
課
長
等
へ
の
賠
償

責
任

　
　

監
査
報
告
の
と
お
り
賠

償
責
任
を
求
め
て
い
く
の
か
。

　
　

今
の
と
こ
ろ
職
員
か
ら

の
不
服
申
立
て
も
な
く
、
監

査
委
員
か
ら
の
指
摘
、
答
申

の
と
お
り
の
賠
償
と
な
る
。

　
　

こ
れ
ま
で
課
長
、
係
長

ク
ラ
ス
ま
で
の
賠
償
責
任
は

前
例
と
し
て
あ
っ
た
の
か
。

　
　

こ
れ
ま
で
は
な
か
っ
た
。

　
　

こ
れ
か
ら
は
、
公
務
員

賠
償
責
任
保
険
の
義
務
化
も

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

加
入
は
職
員
個
人
で
あ

り
義
務
化
は
困
難
だ
。

和
解
金
額
の
見
直
し

　
　

見
直
し
の
時
期
は
。

　
　

予
定
で
は
、
今
月
中
に

変
更
契
約
を
締
結
す
る
。

　
　

相
手
方
が
８
０
０
万
円

の
負
担
で
、
職
員
等
の
負
担

が
２
０
０
万
円
だ
が
、
相
手

方
へ
の
減
免
、
情
状
酌
量
は

あ
る
の
か
。

　
　

消
滅
時
効
を
迎
え
て
も

賠
償
責
任
の
額
は
変
わ
ら
な

い
。

三
役
負
担

　
　

道
義
的
責
任
に
ふ
さ
わ

し
い
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い

が
、
三
役
で
、
職
員
等
の
賠

償
総
額
２
０
２
万
円
か
ら
減

額
し
た
１
カ
月
分
36
万
円
を

引
い
た
１
６
９
万
円
を
、
町

長
、
今
の
副
町
長
そ
し
て
以

前
の
副
町
長
等
で
負
担
す
る

こ
と
が
、
今
後
の
町
づ
く
り

を
確
か
な
も
の
に
す
る
の
で

は
な
い
か
。

　
　

全
部
三
役
で
埋
め
る
と

大
変
な
こ
と
に
な
る
。
今
後
、

三
役
を
務
め
る
人
が
い
な
く

な
る
。

問

※本文は、原文のとおり掲載しています。

町
長
　
監
査
結
果
の
内
容
の
と
お
り
で

不正流用

答

問 答

条例

財産

１２月定例会議　議案一覧　２９件
（条例 11 件・工事２件・財産９件・予算６件・発議１件）

議案第３７号

議案第３８号

議案第３９号

議案第４０号

議案第４１号

議案第４２号

議案第４３号

議案第４４号

議案第４５号

議案第４６号

議案第４７号

議案第４８号

議案第４９号

議案第５０号

議案第５１号

議案第５２号

議案第５３号

議案第５４号

議案第５５号

議案第５６号

議案第５７号

議案第５８号

議案第５９号

議案第６０号

議案第６１号

議案第６２号

議案第６３号

議案第６４号

発議第　１号

財産

工事

工事

財産

予算

予算

予算

予算

財産

財産

財産

議
案
一
覧 

〜 

12
月
定
例
会
議

議会へのお願い議会へのお願い
  陳　情　書

上記については、議員に配布しました。

最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める政府に対する意見書採択

を求める陳情書

条例

条例

条例

条例

条例

条例

条例

条例

条例

条例

犯罪被害者等支援条例制定。→P.５

下水道事業の設置等に関する条例制定。

個人情報保護法施行条例制定。

情報公開条例及び情報公開・個人情報保護審査会条例改正。

職員の定年等に関する条例改正。→P.４

地方公務員法の改正に伴う関係条例改正。

一般職の給与及び勤務時間の特例に関する条例改正。

特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例改正。

議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例改正。

介護保険条例改正。

郷土文化保存伝習館設置及び管理条例廃止。→P.４

令和４年度うみべの広場等整備工事を山庄建設（株）と１億 7，６００万円で工事請
負契約締結。工期令和 5 年 3 月 31 日まで。→P.４

令和 3 年度伊里前南側整備工事を（株）阿部伊組と１，７５４万円増額し、
3 億６，６４３万円で変更契約締結。工期令和 5 年３月 24 日まで。→P.４

町道路線（伊里前南 1 号線・2 号線）の認定。

町道路線（波伝谷・坂本線）の変更認定。

町道路線（坂本東線）の変更認定。

町道路線（名足・中山線）の変更認定。

町道路線（名足支線）の変更認定。

町道路線（名足小学校線）の変更認定。

電動フォークリフト購入業務。電動フォークリフト（4 台）をトヨタエルアンドエフ
宮城（株）と 1,112 万円で売買契約締結。

新たに生じた土地（歌津字町向公有水面埋め立て地 2 区域）の確認。

字区域（歌津字町向公有水面埋め立て地）の変更認定。

令和 4 年度一般会計補正予算（第 5 号）。→P.５

令和 4 年度国民健康保険特別会計補正予算（第 1 号）。

令和 4 年度後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第 1 号）。

令和 4 年度市場事業特別会計補正予算（第 2 号）。

令和 4 年度公共下水道事業特別会計補正予算（第 3 号）。

令和 4 年度水道事業会計補正予算（第２号）。

令和５年度の年金額を物価の高騰に見合った金額に引き上げるように求める意見書の
提出について。

財産

財産

財産

予算

予算

発議
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自分のいのちを守れる子どもたちを育てていく

７
月
豪
雨
災
害
の
爪
あ
と

問

答

答

問答

答

問

問

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

全
町
民
で
子
供
た
ち
を
育
て
る
と
理
解
し
て
よ
い
か

答

問

問

答

須
藤 

清
孝 

議
員

教
育
長
　
　
学
校
と
保
護
者
が
一
体
と
な
っ
て
特
色
あ
る

　
　
　
　
　

学
校
づ
く
り
を
進
め
る

地域の学校

　
　

導
入
が
検
討
さ
れ
た
理

由
は
。

　
　

入
谷
小
、
伊
里
前
小
の

取
り
組
み
を
確
認
し
、
と
て

も
い
い
教
育
活
動
だ
と
判
断

し
た
。

各
学
校
、
各
校
長
の
理
解
も

得
て
い
る
。
子
供
達
は
将
来
、

地
域
の
担
い
手
に
な
る
。
ど

の
よ
う
に
育
て
、
活
躍
し
て

欲
し
い
の
か
を
地
域
を
巻
き

込
ん
で
育
て
て
い
き
た
い
。

　
　

今
ま
で
、
な
じ
み
の
な

か
っ
た
考
え
方
や
取
り
組
み

を
町
民
に
理
解
し
て
も
ら
う

形
に
な
る
。
正
し
い
解
釈
と

理
解
、
考
え
方
を
全
体
に
周

知
す
る
の
は
難
し
い
の
で
は
。

　
　

地
域
、
保
護
者
の
方
々

の
疑
問
は
当
然
の
こ
と
だ
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
﹁
地
域
と
共

に
あ
る
学
校
﹂
で
あ
る
。
学

校
と
地
域
、
学
校
と
保
護
者

が
一
体
と
な
り
、
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

回
を
重
ね
る
と
雰
囲
気
が
変

わ
り
活
発
に
な
っ
て
熟
議
が

で
き
る
。
熟
議
を
繰
り
返
す

こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
、

立
場
、
責
任
に
お
い
て
行
動

を
取
る
と
い
う
協
働
と
い
う

段
階
に
入
る
。
そ
れ
が
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
、
学

校
運
営
協
議
会
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
な
り
、
運
営
を
組
織

立
て
て
い
く
。

　
　

協
議
会
を
ど
の
よ
う
に

機
能
さ
せ
て
い
く
の
か
。

　
　

中
学
校
の
委
員
に
各
小

　
　

全
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ス
ク
ー
ル
導
入
に
向
け
、
志

津
川
小
、
戸
倉
小
、
名
足
小
、

志
津
川
中
、
歌
津
中
へ
の
、

学
校
運
営
協
議
会
の
来
年
度

設
置
に
無
理
は
な
い
か
。

　
　

既
に
導
入
し
て
い
る
入

谷
小
、
伊
里
前
小
は
年
３
回
、

協
議
会
を
開
催
し
、
各
学
校

で
昨
年
度
か
ら
５
回
の
準
備

委
員
会
を
開
催
し
、
情
報
を

共
有
し
て
い
る
。
委
員
に
つ

い
て
は
責
任
が
大
き
い
役
割

と
な
る
の
で
、
し
っ
か
り
と

選
任
し
て
い
き
た
い
。

問答

問

答

問

答 答 問

答

問

問答

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

佐
藤 

雄
一 

議
員

一
般
質
問

７
月
豪
雨
災
害
復
旧
工
事
の
進
捗
状
況
は

町
長
　
引
き
続
き
早
期
復
旧
に
向
け
工
事
を
進
め
て
い
く

災害復旧

防
火
対
象
物
に
水
利
の
検
討
も
必
要
と
思
う
が

施設整備

答

入
札
不
調
等
が
起
き
な
け
れ

ば
い
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

町
単
独
の
事
業
で
あ
れ

ば
町
内
業
者
に
請
け
負
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
な
配
慮
が
で

き
な
い
か
。

　
　

今
、
詳
細
設
計
等
の
発

注
準
備
を
し
て
い
る
。
順
次

準
備
が
整
い
次
第
発
注
し
て

い
く
。
現
在
の
と
こ
ろ
道
路
、

河
川
で
い
く
と
60
％
が
完
成
。 　

　

水
源
の
遠
い
場
所
に
あ

る
防
火
対
象
物
に
つ
い
て
は

今
後
、
水
利
の
検
討
も
必
要

と
思
う
が
。

　
　

消
防
水
利
は
、
町
内
全

域
で
消
火
栓
が
２
４
１
カ
所
、

防
火
水
槽
が
２
０
６
カ
所
設

置
し
て
い
る
。

　
　

消
防
法
で
は
水
槽
は
40

㎥
以
上
と
な
っ
て
い
る
が
、

も
っ
と
大
き
な
容
量
の
計
画

に
な
ら
な
い
か
。

　
　

町
内
に
は
40
㎥
以
上
の

防
火
水
槽
も
あ
る
、
40
㎥
を

最
低
の
基
本
と
し
て
整
備
を

し
て
い
る
。

　
　

消
防
法
で
は
水
利
か
ら

１
４
０
ｍ
く
ら
い
が
限
度
と

町
長  

南
三
陸
消
防
署
と
連
携
し
て
整
備

　
　

  

を
図
っ
て
い
く

　
　

 

さ
れ
て
い
る
が
、
町
に
は
相

当
遠
い
箇
所
が
あ
る
と
思
う

が
。

　
　

充
足
率
に
つ
い
て
は
７

割
程
度
の
状
況
で
、
３
割
は

充
足
さ
れ
て
い
な
い
状
況
。

引
き
続
き
充
足
率
の
向
上
を

目
指
し
て
防
火
水
槽
の
整
備

汚
染
わ
ら
の
早
期
処
分
を
目
指
せ

環境衛生

町
長  

国
県
と
協
議
し
早
期
処
分
に

　
　

 

向
け
て
検
討
す
る

所
で
合
計
２
４
１
ｔ
の
処
理

を
行
っ
た
。
３
カ
所
と
も
水
、

牧
草
と
土
に
つ
い
て
基
準
よ

り
下
と
い
う
報
告
を
受
け
て

い
る
。

　
　

安
全
基
準
１
０
０
ベ
ク

レ
ル
以
下
で
あ
れ
ば
ク
リ
ア

ラ
ン
ス
基
準
と
一
般
的
に
言

わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
。

　
　

今
の
と
こ
ろ
健
康
上
問

題
が
な
い
数
値
以
下
で
、
安

全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　
　

保
管
農
家
さ
ん
が
処
理

で
き
な
い
理
由
は
。

　
　

専
門
的
に
県
内
全
域
で

工
事
を
や
っ
て
い
る
農
業
公

社
に
お
願
い
し
て
い
る
。
現

在
、
国
、
県
と
協
議
を
進
め

て
い
る
中
で
よ
り
良
い
方
法

で
処
理
で
き
る
よ
う
探
っ
て

い
る
。

問

答問 答

答答

答
　
　

７
月
豪
雨
災
害
復
旧
工

事
の
現
在
ま
で
の
進
捗
状
況

と
今
後
の
町
の
計
画
は
。

　
　

国
債
事
業
箇
所
は
、
現

在
詳
細
設
計
を
実
施
し
て
い

る
。
完
了
次
第
順
次
工
事
発

注
手
続
き
を
行
っ
て
い
く
。

　
　

町
単
独
の
事
業
は
。

　
　

道
路
で
35
カ
所
、
河
川

で
20
カ
所
、
合
わ
せ
て
55
カ

所
、
進
捗
率
は
60
％
。
林
道

で
21
カ
所
中
、
契
約
が
３
カ

所
、
完
成
２
カ
所
、
進
捗
率

は
10
％
弱
と
な
っ
て
い
る
。

２
月
、
３
月
あ
た
り
に
発
注

を
集
中
し
て
出
す
と
思
う
。

　
　

震
災
か
ら
10
年
以
上
が

過
ぎ
、
保
管
袋
、
中
身
に
つ

い
て
も
風
雨
に
荒
ら
さ
れ
劣

化
が
激
し
く
な
っ
て
い
る
と

保
管
農
家
か
ら
聞
い
て
い
る
。

早
急
に
処
理
す
べ
き
と
思
う

が
町
の
考
え
と
計
画
は
。

　
　

再
測
定
し
た
結
果
を
参

考
に
し
、
国
や
県
な
ど
関
係

機
関
と
協
議
を
重
ね
早
期
処

分
に
向
け
検
討
を
進
め
る
。

　
　

現
在
ど
の
く
ら
い
の
保

管
量
が
あ
る
の
か
。

　
　

本
町
の
汚
染
牧
草
は
町

内
13
カ
所
に
約
２
４
５
ｔ
保

管
さ
れ
て
い
る
。

　
　

今
ま
で
３
地
区
に
お
い

て
実
証
実
験
さ
れ
て
き
た
が
、

そ
の
成
果
と
放
射
能
濃
度
の

数
値
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　

令
和
元
年
度
か
ら
３
カ

※本文は、原文のとおり掲載しています。 ※本文は、原文のとおり掲載しています。

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

今
後
の
防
火
水
槽
設
置

計
画
は
。

　
　

ト
ー
タ
ル
的
な
考
え
方

を
持
ち
な
が
ら
防
火
水
槽
の

設
置
を
進
め
て
い
く
。

問問問

問

学
校
の
委
員
を
２
名
ず
つ
加

え
、
小
学
校
と
中
学
校
を
つ

な
ぎ
、
一
貫
し
て
特
色
を
理

解
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

当
町
の
小
中
一
貫
教
育

と
は
、
ど
の
よ
う
な
形
か
。

　
　

校
種
間
の
違
い
を
抑
え

た
小
中
一
貫
と
い
う
手
法
は

と
て
も
有
効
で
あ
り
、
小
学

校
と
中
学
校
が
連
携
し
、
９

年
間
を
見
通
し
た
教
育
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
は
大
切
で

あ
る
。
志
津
川
中
学
校
区
、

歌
津
中
学
校
区
と
し
て
地
区

ご
と
の
特
色
を
生
か
し
な
が

ら
教
育
活
動
を
進
め
た
い
。

具
体
的
な
取
り
組
み
は
、
統

一
性
を
持
っ
た
防
災
教
育
で
、

子
供
た
ち
が
命
を
守
る
行
動

が
と
れ
る
取
り
組
み
を
し
て

い
き
た
い
。

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク

ー
ル
の
導
入
は
、
未
来
を
担

う
人
材
育
成
の
取
り
組
み
の

形
づ
く
り
と
考
え
る
。
教
育

長
の
考
え
は
。

　
　

地
域
の
中
に
は
多
く
の

優
れ
た
人
材
が
あ
り
、
地
域

の
教
育
力
が
あ
る
。
子
供
た

ち
に
教
え
て
笑
顔
と
勇
気
を

も
ら
い
、
生
き
が
い
と
や
り

が
い
を
感
じ
、
自
己
有
用
感

を
子
供
だ
け
で
は
な
く
て
地

域
の
方
が
思
っ
て
い
く
。
さ

ら
に
は
、
学
校
が
地
域
の
よ

り
ど
こ
ろ
に
も
な
っ
て
い
く
。 

行
き
た
く
な
る
、
魅
力
あ
る

学
校
を
つ
く
っ
て
い
く
の
も

私
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
る
。

来
年
度
は
Ｇ
７
こ
ど
も
サ
ミ

ッ
ト
と
い
う
新
し
い
会
議
を

開
き
、
子
供
た
ち
目
線
で
行

き
た
く
な
る
学
校
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

そ
う
い
っ
た
形
を
含
め
、
地

域
と
学
校
が
一
体
と
な
る
教

育
活
動
を
進
め
て
い
く
。

環境問題を引き起こす汚染稲わらの保管状況

熟議の先に協働が生まれ、地域の学校へ

◯
◯
◯
◯
◯

お

か

し

も

ち

さない

けない

ゃべらない

どらない

かよらない



問問

問

答

答

問

答

答

問

答

答

南三陸町議会だより 第68 号 ●10南三陸町議会だより 第68 号●11

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い
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ど
う
活
用
す
る
震
災
記
録
誌

答

問

答

入
谷
に
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
を

町
長  

現
状
、

希
望
者
は
少
な
い

子育て支援

問 答

答問

答

問

多
く
の
人
の
学
び
と
交
流
の
場
に

る
予
定
は
な
い
。

　
　

誰
に
読
ん
で
ほ
し
い
か
。

　
　

町
民
に
読
ん
で
ほ
し
い
。

震
災
と
復
興
を
、
改
め
て
振

り
返
る
も
の
に
な
れ
ば
。

　
　

震
災
を
体
験
し
て
い
な

い
世
代
や
、
次
の
大
災
害
に

備
え
る
他
自
治
体
職
員
に
も

読
ん
で
ほ
し
い
。
そ
し
て
成

功
例
ば
か
り
で
な
く
、
苦
労

話
や
失
敗
談
も
盛
り
込
む
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　

そ
の
視
点
も
大
切
だ
。

反
省
点
を
伝
え
る
こ
と
で
次

の
糧
に
な
る
と
思
う
。
教
訓

を
後
世
に
伝
え
、
防
災
・
減

災
に
役
立
つ
も
の
に
し
た
い
。

答問 問
　
　

１,

５
０
０
万
円
を
か

け
作
成
中
の
震
災
記
録
誌
の

内
容
は
。

　
　

被
害
状
況
と
復
旧
、
復

興
計
画
と
そ
の
遂
行
、
立
ち

上
が
る
町
民
の
記
録
、
の
３

章
立
て
で
、
約
４
０
０
ペ
ー

ジ
の
も
の
を
５
０
０
部
作
成

す
る
。
年
度
末
完
成
予
定
だ

っ
た
が
遅
れ
る
見
込
み
。

　
　

配
布
・
配
置
計
画
は
。

　
　

町
内
の
公
共
施
設
の
ほ

か
、
職
員
を
派
遣
い
た
だ
い

た
自
治
体
等
に
配
布
す
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
を

検
討
し
て
い
る
が
、
販
売
す

　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入

所
の
希
望
は
叶
え
ら
れ
て
い

る
か
。

　
　

志
津
川
、
歌
津
、
戸
倉
、

い
ず
れ
も
定
員
に
は
達
し
て

い
な
い
。
し
か
し
、
施
設
が

手
狭
な
の
で
拡
充
を
計
画
中
。

ま
た
、
人
材
確
保
も
課
題
。

　
　

入
谷
小
に
設
置
を
望
む

声
が
あ
る
が
。

　
　

現
状
は
１
名
の
申
し
込

み
。
少
人
数
で
の
設
置
に
は

交
付
金
関
係
の
協
議
が
必
要

だ
が
、
地
域
の
声
に
耳
を
傾

け
柔
軟
に
対
応
し
た
い
。

問

問答問

答

答

問

問答

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

阿
部 

　
司 

議
員

一
般
質
問

認
定
農
業
者
等
の
減
少
対
策
を
問
う

町
長
　
農
業
で
自
立
す
る
方
々
に
は
下
支
え
が
必
要
と
考
え
る

危急存亡

答

成
23
年
に
47
戸
で
あ
っ
た
が

毎
年
の
よ
う
に
減
少
し
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

　
　

減
少
し
て
い
る
要
因
は

何
か
。

　
　

高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、

所
得
の
減
少
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　

農
業
経
営
の
資
材
高
騰

問
題
は
大
変
重
要
な
課
題
で

あ
り
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
項
目
で
あ
る
。

　

先
日
の
ニ
ュ
ー
ス
で
連
合

が
来
春
の
賃
上
げ
要
求
を
５

％
と
提
示
し
た
が
、
具
体
的

な
決
定
は
来
春
の
労
使
交
渉

で
決
ま
る
が
経
営
者
側
に
お

い
て
は
人
件
費
の
上
昇
は
大

き
な
課
題
で
あ
り
自
社
の
自

助
努
力
を
経
て
最
終
的
に
は

商
品
の
値
上
げ
で
帳
尻
を
合

わ
せ
る
事
に
な
る
と
思
う
が
、

そ
の
結
果
は
50
年
前
の
新
規

学
卒
者
の
賃
金
と
現
在
と
を

問答

問答問

答問

　
　

農
家
数
が
年
を
追
う
ご

と
に
減
少
し
て
い
る
が
、
そ

の
中
核
と
な
る
認
定
農
業
者

数
も
減
少
化
し
て
い
る
。
町

内
の
現
状
は
。

　
　

認
定
農
家
数
は
31
戸
で

そ
の
う
ち
27
戸
が
個
人
、
ほ

か
４
戸
が
法
人
で
あ
る
。
農

家
戸
数
は
５
４
４
戸
あ
り
、

そ
の
う
ち
２
３
５
戸
が
販
売

農
家
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

比
較
で
き
る
数
年
前
の

数
値
は
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　

農
家
の
全
体
数
は
把
握

し
て
い
な
い
が
認
定
農
家
の

戸
数
は
把
握
し
て
い
る
。
平

比
較
す
れ
ば
理
解
が
早
い
。

　

一
方
、
農
産
物
の
価
格
は

50
年
前
と
比
較
し
た
場
合
ほ

と
ん
ど
の
品
目
が
横
ば
い
状

態
で
あ
り
、
損
益
分
岐
点
グ

ラ
フ
で
図
式
化
す
れ
ば
年
を

追
う
ご
と
に
収
益
が
圧
縮
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
問
題
の
対
抗
手
段
と

※本文は、原文のとおり掲載しています。

し
て
は
規
模
拡
大
で
対
応
し

て
き
た
が
、
格
差
是
正
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た

問
題
に
対
す
る
良
好
な
対
策

は
有
し
て
い
る
か
。

　
　

農
家
の
経
営
形
態
を
見

る
と
収
益
性
の
高
い
品
目
を

組
み
合
せ
た
生
産
者
が
い
る

の
で
複
合
経
営
の
強
み
を
発

揮
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
。

　
　

認
定
農
家
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
低
利
の
資
金
融
資
や

利
子
補
給
が
あ
る
と
思
う
が

現
在
の
経
済
情
勢
か
ら
考
え

た
場
合
利
用
者
件
数
が
低
い

と
思
う
が
。

　
　

最
近
は
農
家
が
直
接
公

庫
等
に
申
し
込
ん
で
い
る
の

で
正
確
な
数
は
分
か
ら
な
い
。

　
　

利
用
件
数
が
低
い
の
で

あ
れ
ば
む
し
ろ
稲
作
用
の
コ

ン
バ
イ
ン
や
畜
産
の
素
牛
導

入
の
た
め
の
預
金
し
て
い
る

自
己
資
金
に
利
子
補
給
を
考

え
た
ら
ど
う
か
。

　
　

Ｊ
Ａ
や
国
、
県
が
主
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
の
で
あ

れ
ば
可
能
だ
が
町
単
独
で
は

難
し
い
と
思
う
。

　
　

現
代
は
国
内
は
も
と
よ

り
国
外
の
影
響
を
強
く
受
け

る
時
代
で
あ
り
、
次
代
を
担

う
人
材
育
成
が
必
要
と
考
え

る
が
、
支
援
は
可
能
か
。

町
長
　
復
興
の
歴
史
を
記
録
し
、
教
訓
を
未
来
へ

記録伝承

震
災
伝
承
館
の
現
状
と
課
題
は

町
長
　
予
想
以
上
の
人
出
で
満
足
度
も
高
い

道の駅
　
　

２
カ
月
間
の
来
館
者
数

と
目
標
達
成
度
は
。

　
　

４
万
６
千
５
０
０
人
と

予
想
を
大
き
く
上
回
っ
た
が
、

有
料
ゾ
ー
ン
へ
の
入
場
者
数

は
４,

１
６
９
人
に
留
ま
り
、

半
年
間
で
１
万
８
千
人
と
い

う
目
標
を
下
回
っ
た
。

　
　

課
題
は
ど
こ
に
あ
る
か
。

　
　

来
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
90
％
以
上
が
満
足
と
答
え

て
い
る
。
内
容
よ
り
も
そ
こ

へ
人
を
誘
導
す
る
仕
組
み
に

課
題
が
あ
る
と
思
う
。

　
　

有
料
ゾ
ー
ン
利
用
者
増

加
の
た
め
に
、
次
な
る
一
手

が
必
要
だ
と
思
う
が
。

　
　

メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は

教
育
旅
行
な
の
で
、
教
職
員

に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
て

も
ら
う
な
ど
営
業
活
動
も
し

て
い
る
が
、
結
果
が
出
る
の

は
ま
だ
先
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

新
バ
ー
ジ
ョ
ン
も
作
る
。

　
　

祈
念
公
園
の
祈
り
の
丘

に
は
防
災
ベ
ン
チ
が
あ
る
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
の
備

蓄
品
が
格
納
さ
れ
て
い
る
が
、

知
ら
れ
て
い
な
い
。
更
新
す

る
際
、
児
童
・
生
徒
を
立
ち

会
わ
せ
る
な
ど
し
て
は
。

　
　

看
板
設
置
を
検
討
中
。

ス
ピ
ー
カ
ー
付
き
ド
ロ
ー
ン

で
、
ベ
ン
チ
を
開
け
る
よ
う

指
示
す
る
訓
練
も
実
施
し
た
。

　
　

旧
志
津
川
駅
跡
地
の
今

後
の
利
活
用
は
。

　
　

今
月
、
震
災
遺
構
と
し

て
譲
渡
を
受
け
る
。
安
全
性

の
問
題
か
ら
通
路
へ
の
立
入

は
で
き
な
い
が
、
一
定
の
整

備
を
し
て
自
由
見
学
が
可
能

な
場
所
と
し
た
い
。

　
　

せ
せ
ら
ぎ
公
園
の
今
後

は
。

　
　

石
や
碑
を
別
の
場
所
で

活
用
す
る
こ
と
も
含
め
、
来

年
度
か
ら
整
備
に
着
手
す
る
。

水田を活用し、セリ周年生産への新たな取り組み

農産物損益分岐点グラフ 農産物損益分岐点グラフ

広く役立つものを（画像は製作中の表紙案）

　
　

県
普
及
セ
ン
タ
ー
が
行

っ
て
い
る
の
で
町
も
支
援
を

考
え
て
い
く
。

　
　

認
定
農
業
者
制
度
は
５

団
体
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が

町
の
行
政
の
立
場
と
し
て
は

地
域
の
現
状
を
見
た
場
合
、

﹁
危
急
存
亡
の
秋
﹂
と
捉
え

農
政
へ
の
取
組
方
針
を
示
す

事
が
重
要
と
考
え
る
が
。

　
　

基
本
的
に
は
食
料
自
給

率
を
上
げ
る
こ
と
が
基
本
政

策
だ
が
、
町
と
し
て
も
こ
う

し
た
考
え
の
下
、
農
業
で
自

立
す
る
方
々
を
下
支
え
す
る

事
が
非
常
に
重
要
と
考
え
て

い
る
。

と
き

グラフは語る
「コスト上昇で利益減少　増える経営課題」
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物
価
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
の
高
騰
、
自
然
環
境
の
変

化
な
ど
の
要
因
に
よ
る
対
策

の
難
し
さ
、
危
機
感
は
ど
の

よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
。

　
　

生
活
視
点
か
ら
み
て
も

大
変
な
状
況
と
認
識
し
て
い

る
。

　
　

現
在
国
や
県
で
打
ち
出

し
て
い
る
農
業
支
援
策
と
は

別
に
町
で
ア
レ
ン
ジ
し
て
い

る
も
の
は
あ
る
か
。

　
　

Ｊ
Ａ
管
内
で
歩
調
を
合

わ
せ
る
形
で
支
援
し
て
い
る
。

　
　

肥
料
代
負
担
軽
減
対
策

産
業
基
盤
強
化
と
住
民
所
得
向
上
を
　

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

及
川 

幸
子 

議
員

一
般
質
問

※本文は、原文のとおり掲載しています。

ア
ム
ウ
ェ
イ
の
寄
付
は
妥
当
な
の
か

町
長
　
ア
ム
ウ
ェ
イ
に
感
謝
、
あ
り
が
と
う

厳しい町民の目

に
液
肥
の
有
効
活
用
は
。

　
　

今
年
度
で
無
料
散
布
を

終
了
予
定
だ
っ
た
が
、
状
況

を
踏
ま
え
来
年
度
も
継
続
を

決
定
し
た
。

　
　

耕
作
放
棄
地
も
含
め
農

地
拡
大
対
策
の
進
捗
は
。

　
　

難
し
い
問
題
で
は
あ
る

が
、
ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
り
組

み
と
並
行
し
て
南
三
陸
色
を

出
し
て
い
け
る
よ
う
関
係
機

関
と
協
議
し
て
い
く
。

　
　

山
林
の
保
護
、
林
業
政

策
の
進
捗
は
。

　
　

森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
、
林
道
・
作
業
道
の
整

備
だ
け
で
な
く
﹁
木
育
﹂
に

対
す
る
支
援
も
取
り
組
む
。

　
　

漁
業
環
境
変
化
へ
の
対

策
、
収
益
確
保
の
対
策
は
。

　
　

未
利
用
魚
種
の
積
極
利

用
を
進
め
つ
つ
、
調
査
研
究

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も
継
続
し

て
い
く
。

町
長
　
観
光
で
は
３
年
間
で
２
億
５
千
万
円

答

問

問

答 問

問

問

答

クレームが多いお粗末な待合室

答

だ
さ
い
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

検
討
材
料
と
し
た
い
。

　
　

さ
ん
さ
ん
商
店
街
の
マ

ル
シ
ェ
が
産
直
に
な
っ
て
い

る
。
農
家
や
水
産
業
の
方
か

ら
不
満
の
声
が
出
て
い
る
が
。

　
　

今
後
軒
下
を
利
用
し
て

週
末
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
す
る
。

　
　

交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
利

便
性
や
環
境
が
悪
く
苦
情
が

出
て
い
る
が
。

　
　

椅
子
の
件
で
あ
れ
ば
町

に
も
意
見
が
来
て
い
る
の
で
、

設
置
の
方
向
で
あ
る
。

　
　

高
齢
者
が
買
物
で
荷
物

を
持
っ
て
乗
降
場
所
が
遠
い
。

変
更
で
き
な
い
の
か
。

　
　

そ
ん
な
声
も
あ
る
の
で
、

停
車
時
間
を
長
く
取
れ
な
い

か
検
討
中
で
あ
る
。

　
　

道
の
駅
の
中
に
ア
ム
ウ

ェ
イ
ハ
ウ
ス
が
あ
る
。
２
億

８
千
万
円
の
寄
付
は
建
設
費

　
　

環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
調
査
の
今

後
の
展
開
は
。

　
　

調
査
だ
け
で
な
く
デ
ー

タ
活
用
の
取
り
組
み
も
始
め

て
い
る
。
企
業
・
大
学
と
連

携
し
新
た
な
展
開
を
図
る
。

　
　

町
の
男
女
共
同
参
画
計

画
の
中
間
見
直
し
の
考
え
は
。

　
　

計
画
策
定
時
か
ら
の
背

景
変
化
は
感
じ
て
い
る
た
め
、

町
が
運
用
し
て
い
る
各
計
画

を
全
般
的
に
見
直
す
こ
と
は

意
識
し
て
い
る
。

町
長　

様
々
な
資
源
、
制
度

を
活
用
し
取
り
組
ん
で
い
く

　
　

各
分
野
の
連
携
、
基
盤

強
化
の
た
め
の
横
断
的
な
取

り
組
み
は
行
っ
て
い
る
か
。

　
　

常
設
的
な
仕
組
み
で
は

な
い
が
、
適
宜
連
携
し
な
が

ら
展
開
し
て
い
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
支
援
策
を
聞
く

消えないコロナ

問答問

答

問 答

問

答問

答
　
　

道
の
駅
伝
承
館
の
入
れ

込
み
数
は
。

　
　

開
所
か
ら
２
カ
月
で
、

平
日
は
１
万
８
千
人
、
土
日

は
３
万
人
。

　
　

シ
ア
タ
ー
が
１
カ
所
な

の
で
、
50
人
入
る
と
待
つ
こ

と
に
問
題
が
な
い
か
。

　
　

５
０
０
人
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
90
％
は
満
足
。

　
　

料
金
の
千
円
は
高
い
と

多
く
の
町
民
の
声
が
あ
る
。

　
　

80
％
の
方
々
が
妥
当
と

答
え
て
い
る
。

　
　

毎
戸
に
無
料
券
を
配
り

都
合
の
良
い
時
期
に
ご
覧
く

　
　

昨
年
と
比
較
し
た
コ
ロ

ナ
対
策
支
援
金
の
内
容
は
。

　
　

令
和
３
年
も
４
年
も
個

人
よ
り
事
業
者
の
方
が
額
も

多
く
、
中
小
企
業
再
構
築
事

業
に
採
択
さ
れ
る
と
町
の
上

乗
せ
も
あ
る
。
観
光
関
連
は

町
長
　
様
々
な
資
源
、
制
度
を
活
用
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
ん
で
い
く

豊かな町に

自
主
防
災
と
地
域
福
祉
の
強
化
・
充
実
を

防災×福祉

町
長  

日
常
か
ら
き
め
細
や
か
な

　
　
　
　
　
　
　  

支
援
継
続
に
務
め
る

住民が主体となる防災と地域福祉の実現を

問

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
。

　
　

寄
付
は
道
の
駅
観
光
交

流
施
設
の
建
設
費
に
充
て
る
。

　
　

消
費
者
庁
は
日
本
ア
ム

ウ
ェ
イ
合
同
会
社
に
特
定
商

取
引
法
に
基
づ
く
６
カ
月
間

の
取
引
停
止
命
令
、
初
の
行

政
処
分
。
国
内
は
統
一
教
会

問
題
で
騒
い
で
い
る
が
町
長

の
見
解
は
。

　
　

ア
ム
ウ
ェ
イ
ハ
ウ
ス
は

地元資源を活用し、最大限の経済効果を

　
　

自
主
防
災
組
織
の
防
災

計
画
の
精
査
、
現
状
把
握
は
。

　
　

現
在
調
査
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
後
、
一
行
政
区

＝
自
主
防
で
は
な
く
、
柔
軟

に
対
応
し
て
い
く
必
要
性
が

あ
る
と
考
え
る
。

　
　

地
区
防
災
計
画
の
策
定

支
援
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　
　

昨
年
か
ら
現
在
ま
で
新

た
な
設
立
組
織
や
見
直
し
の

相
談
も
無
か
っ
た
。
今
後
も

制
度
周
知
や
支
援
体
制
の
維

持
に
努
め
る
。

　
　

復
興
住
宅
の
住
民
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
Ｌ
Ｓ
Ａ
制
度
が

終
了
し
た
あ
と
の
見
守
り
体

制
は
。

　
　

Ｌ
Ｓ
Ａ
に
つ
い
て
は
令

和
６
年
度
を
最
終
の
め
ど
と

考
え
て
お
り
、
民
生
委
員
は

じ
め
地
域
包
括
支
援
体
制
を

構
築
し
て
い
き
た
い
。

　
　

第
３
期
地
域
福
祉
計
画

策
定
に
向
け
て
の
プ
ロ
セ
ス

は
。

　
　

今
年
度
中
に
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
。
関
係
団
体

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
行
い
、

ニ
ー
ズ
や
課
題
の
把
握
に
努

め
て
い
く
。

　
　

町
民
財
産
を
守
る
た
め

消
費
生
活
問
題
対
策
も
襟
を

正
し
、
一
層
普
及
啓
発
を
求

め
る
が
そ
の
考
え
は
。

　
　

手
口
が
巧
妙
化
し
た
り
、

情
報
も
多
様
に
な
っ
て
き
て

い
る
た
め
、
関
係
機
関
と
連

携
し
未
然
防
止
の
啓
発
に
努

め
て
い
く
。

気
仙
沼
市
・
陸
前
高
田
市
・

大
槌
町
・
福
島
被
災
地
６
カ

所
に
あ
る
。

　
　

寄
付
者
の
銘
板
６
０
０

万
円
と
７,

３
０
０
名
の
銘

板
が
必
要
だ
っ
た
の
か
。

　
　

ア
ム
ウ
ェ
イ
の
方
か
ら

名
前
を
出
し
て
計
上
し
、
寄

付
の
中
で
賄
っ
て
い
る
。

　
　

南
三
陸
町
が
ア
ム
ウ
ェ

イ
の
広
告
塔
に
な
っ
て
い
る

の
が
心
配
で
あ
る
が
。

　
　

被
災
地
支
援
と
し
て
あ

り
が
た
く
ア
ム
ウ
ェ
イ
に
感

謝
。

　
　

観
光
協
会
理
事
会
で
伝

承
館
に
対
す
る
厳
し
い
意
見

が
多
数
あ
っ
た
と
聞
く
。
有

町
長
　
６
周
年
イ
ベ
ン
ト
４
月
に

南
三
陸
ハ
マ
ー
レ
広
場
に
期
待

夢の公園
名
な
隈
事
務
所
を
頼
ん
だ
が

ゆ
え
に
コ
ス
ト
が
高
く
、
皆

さ
ん
が
苦
労
す
る
状
況
だ
と

推
察
す
る
が
。

　
　

世
界
的
な
建
築
家
な
の

で
意
匠
に
こ
だ
わ
り
妥
協
も

し
な
い
。
現
場
や
職
員
も
緊

張
感
を
持
っ
て
や
っ
た
。
完

成
後
の
充
実
感
が
あ
る
。

問問

答

答

問

　
　

南
三
陸
ハ
マ
ー
レ
広
場

遊
具
は
５
月
連
休
に
間
に
合

う
の
か
。

　
　

ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
も
４

月
の
６
周
年
に
間
に
合
わ
せ

る
。

　
　

戦
没
者
の
忠
魂
碑
も
あ

の
場
所
に
整
備
さ
れ
る
の
か
。 　

　

令
和
５
年
１
月
祈
り
の

場
所
に
完
成
予
定
。

　
　

広
場
の
目
の
前
が
海
な

の
に
見
え
な
い
の
が
残
念
だ

が
、
テ
ナ
ン
ト
予
定
は
。

　
　

１
社
だ
け
で
あ
る
。

２
億
５
千
万
円
の
事
業
費
で

あ
る
。

　
　

年
度
ご
と
の
内
訳
は
。

　
　

令
和
２
年
度
か
ら
順
に
、

２,

６
０
０
万
円
、

１
億
５,

４
０
０
万
円
、

６,

４
０
０
万
円
。
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ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言 

〜 

委
員
会
報
告

利用料免除と、公民館報の刷新を

　長野県原村の中央公民館には、

役場、学校、体育館が隣接し、

地域の子どもを見守る場として

機能しているとともに、登録団

体の利用料は無料である。

　松川町には２１の公民館・分

館があり、それらを無料で利用

できる社会教育関係団体は９２

もある。公民館報は今年７００

号に到達し、数々の賞を受賞し

ている。

　令和４年１０月１８日、
１９日、長野県原村なら
びに松川町にて、コロナ
禍における公民館事業に
ついて現地視察し、これ
までの調査と合わせて、
委員会としての報告をま
とめた。

未来を見据えた地域創生を

　令和４年11月9日、高
校生の全国募集を先進的
に実施している岩手県葛
巻町の取組について同町
職員から聞き取り調査を
行なった。

総務産業建設
常任委員会

民生教育防災
常任委員会

調査の概要

　葛巻町は「未来を協創する 

高原文化のまち」を将来像とし、

身の丈に合った工夫をかさね、

葛巻高校の全国募集・高校魅力

化に取り組んでいる。山村留学

調査の概要

　結　び

　視察では、近隣自治体も時間

の許す限り訪問したが、そのほ

とんどで、社会教育団体の利用

料が免除されていた。当町でも、

多くの団体が簡易な手続きで免

半分は町の責任半分は町の責任半分は町の責任 町補助金の不正流用問題に関する

　　　　　　　調査特別委員会

監
査
報
告
に
よ
る
町
の
責
任
に
つ
い
て

　

監
査
委
員
よ
り
町
の

責
任
に
つ
い
て
監
査
報

告
の
具
体
的
内
容
が
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
年
度
に
わ
た
り
補

助
金
が
交
付
さ
れ
た
こ

と
は
町
職
員
の
事
務
に

お
い
て
重
大
な
過
失
・

責
任
が
あ
る
と
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
の
賠

償
金
額
の
整
理
、
返
済

の
進
め
方
な
ど
、
当
委

員
会
が
継
続
し
て
調
査

し
て
い
き
ま
す
。

答 問

～監査報告による賠償責任額の内訳は～

◎不正流用額
◎町の責任額　 
◎職員への賠償責任額
　（対象23名）
　 ※但し時効分は賠償命令が出せない

１５,２８８,１７６円
７,７０５,９５４円

２,８９９,１３４円

議会
 活性化
特別委員会

〜タブレット端末導入に向けて〜

問 問答 　
（
後
藤
伸
太
郎
委
員
）
賠

償
責
任
の
時
効
の
考
え
方
は
。

　
　

責
任
額
は
算
出
し
た
が

時
効
分
に
つ
い
て
は
賠
償
命

令
は
出
せ
な
い
。

　
　

賠
償
責
任
が
２
分
の
１

で
あ
る
根
拠
は
。

　
　

法
的
見
解
も
含
め
総
合

的
に
判
断
し
た
。

　
（
三
浦
清
人
委
員
）
対
象

と
な
る
町
職
員
の
申
し
立
て

に
つ
い
て
期
間
を
設
け
て
い

る
か
。

　
　

11
月
中
を
め
ど
に
お
願

い
し
て
い
る
。

　

︵
今
野
雄
紀
委
員
︶
当
事

者
と
の
和
解
案
に
つ
い
て
今

後
の
見
直
し
は
。

　
　

今
後
協
議
の
上
、
弁
済

額
の
減
額
に
つ
い
て
調
整
し

て
い
く
。

　
　

今
後
職
員
が
賠
償
す
る

お
金
の
扱
い
は
。

　
　

入
っ
て
き
た
場
合
は
、

町
の
一
般
会
計
に
歳
入
と
し

て
扱
う
。

答答答 問問

タブレット端末導入について、

他市町村での事例も踏まえつつ、

実際のタブレット端末や

システムについて、2社から

デモンストレーションも行われました。

ペーパーレスなどコスト削減だけなく、

合理的で活発な議会での議論に有効的に

働くツールにすべく、

調査を継続してまいります。

コスト削減と議論活性化のツール

表　

彰
三
浦
清
人
議
員

後
藤
清
喜
前
議
員

髙
橋
兼
次
前
議
員

総
務
大
臣
感
謝
状

　

令
和
４
年
度
都
道
府
県
議

会
議
員
及
び
市
区
町
村
議
会

議
員
総
務
大
臣
感
謝
状
贈
呈

式
に
て
、
町
議
会
議
員
と
し

て
の
多
年
に
わ
た
る
功
労
に

対
し
、
総
務
大
臣
よ
り
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

旭
日
双
光
章

︹
地
方
自
治
功
労
︺

　

令
和
４
年
秋
の
叙
勲
に
て
、

地
方
自
治
の
振
興
に
寄
与
し

た
長
年
の
功
績
が
称
え
ら
れ
、

旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

南
三
陸
町
功
労
者

︹
自
治
功
労
︺

　

令
和
４
年
南
三
陸
町
功
労

者
表
彰
式
に
て
、
町
政
の
発

展
に
寄
与
し
た
功
績
が
称
え

ら
れ
、
自
治
功
労
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

制度、公営学習塾、寄宿舎を整

備し、生徒一人一人に目が届く

環 境 を 作 り 、 塾 の 利 用 率 は

75.7％におよび、進学率が向

上している。平成27年の全国

募集開始時は、1桁台の入学生

であったが、令和２年以降は２

桁を維持している。寄宿舎の運

営にあっては、関係機関の連携

構築により、生活面のサポート

も行われており、離れて暮らす

保護者の安心感へと繋がってい

た。

　また、人口約5,300人の葛巻

町の地方創生事業の最重要課題

は人口減少対策になっている。

「まちづくりは人づくり」の観

点から、特に子育て世帯に対す

る移住・定住支援が充実してお

り、買い上げ可能な住宅をはじ

め、雇用促進住宅では町の基幹

産業に関わる就業者（酪農ヘル

パー、林業雇用）に焦点をあて、

町に根ざせるような連動性のあ

る未来志向での取り組みであっ

た。

　地方創生施策における課題は

多岐にわたり、総合戦略中期で

あることを踏まえ、移住定住策

などさらに調査検討するため継

続調査とする。

除を受けられるよう、検討する

必要があるのではないか。

　松川町の公民館報の特筆すべ

きところは、行政職員ではなく

町民が編集をおこなっている点

で、まさに「住民の目線で、住

民の作る広報誌」であった。当

町でも、公民館報のあり方を見

直してはどうか。情報伝達のみ

になっている現状に、コロナ禍

の今こそ、さまざまな検討を加

えるべきだ。

　コロナの影響は広範囲に及び、

その渦中でも地域住民の日常は

日々続いていく。その日々をさ

らに充実したものにするために、

社会教育団体による施設利用料

免除と、公民館報の内容の見直

し。この２つを検討するよう提

言して、結びとする。



皆さんの考えをお聞かせください。

投稿お待ちしています‼（400字程度）

﹁
捨
て
る
神
あ
れ
ば
拾
う
神
あ
り
﹂

　
入
谷
岩
沢
　

　
　

　
首 

藤
　  

丘 

さ
ん

　

仕
事
柄
、
町
の
資
源
ゴ
ミ
収
集

と
可
燃
物
収
集
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。

　

昨
今
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
も
あ
り
、
お
う
ち
時
間
が
増
え

た
せ
い
か
、
可
燃
ゴ
ミ
が
一
時
的

に
増
え
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
町
の
可
燃
ゴ
ミ
が

町
内
で
の
処
理
で
は
な
く
、
気
仙

沼
市
の
処
理
場
へ
輸
送
し
て
処
理

し
て
い
る
の
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。

　

平
成
30
年
に
志
津
川
湾
が
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
民
と
し
て
素
晴
ら

し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
き
て
今
一
度
町
民
一
人

ひ
と
り
が
意
識
を
し
て
、
よ
り
良

い
町
づ
く
り
、
景
観
な
ど
を
維
持

す
る
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
が
誰
で

も
で
き
る
ゴ
ミ
の
分
別
と
い
う
の

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

わたしの意見 あなたの提言わたしの意見 あなたの提言わたしの意見 あなたの提言

議
会
か
ら

　

今
ま
で
何
気
な
く
捨
て
て
い
た

も
の
を
見
直
し
て
み
る
と
、
新
た

な
資
源
に
な
る
も
の
、
可
燃
ゴ
ミ

で
は
な
く
、
生
ゴ
ミ
に
分
別
す
れ

ば
新
し
く
肥
料
に
な
る
も
の
な
ど
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
意
識
を
高
く

持
っ
て
良
い
町
づ
く
り
を
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

貴
重
な
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

私
は
我
が
家
の
ゴ
ミ
出
し
を
担
当

し
て
い
ま
す
が
、
不
適
切
な
分
別
を

た
ま
に
目
に
し
ま
す
。
地
域
の
会
合

な
ど
で
、
衛
生
組
合
長
さ
ん
な
ど
か

ら
注
意
を
さ
れ
ま
す
が
、
完
璧
な
分

別
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で

す
。
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
家

族
全
員
で
話
題
に
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
感
じ
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
も
何
が
で
き
る
か
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ラ
イ
ブ
映
像
配
信
中
！

　
議
会
開
会
中
は
パ
ソ
コ
ン
・

ス
マ
ホ
か
ら
、　
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

配
信
映
像
は
こ
ち
ら
か
ら 

�

　次回の本会議は３月開催の予定ですが、新型コロナウイルス感染拡大

防止のため、傍聴の自粛をお願いする場合があります。

編
集
後
記

　

２
０
２
３
年
が
始
ま
り

ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま

が
豊
か
で
安
心
し
た
生
活

が
送
れ
る
よ
う
、
新
し
い

一
年
も
精
い
っ
ぱ
い
努
め

て
参
り
ま
す
。

　

昨
年
は
３
月
の
福
島
沖

地
震
、
７
月
の
豪
雨
災
害
、

物
価
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
騰
、

継
続
す
る
コ
ロ
ナ
禍
な
ど

不
安
定
な
状
況
が
続
い
た

一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

議
会
議
員
と
し
て
町
政
の

見
張
り
番
で
あ
り
、
代
弁

者
と
し
て
、
町
政
の
発
展

の
た
め
の
活
動
に
よ
り
一

層
励
ん
で
い
き
た
く
思
い

ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
お
声

を
議
会
へ
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

伊
藤　

俊
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行
責
任
者  

議
長  

星  

喜
美
男

  

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　

委 

員 

長　

後
藤
伸
太
郎

　
　

副
委
員
長　

須
藤　

清
孝

　
　

委　
　

員　

佐
藤　

雄
一

　
　
　
　
　
　
　

髙
橋　

尚
勝

　
　
　
　
　

   

阿
部　
　

司

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　
　

俊　
　
　
　

た
か
し
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